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は
じ
め
に

　

摂
山
棲
霞
寺
、
六
朝
時
代
の
都
で
あ
っ
た
か
つ
て
の
建
康
城
の
郊
外
、
現
在

の
南
京
市
の
北
東
部
に
あ
る
。
寺
院
の
建
立
は
五
世
紀
末
の
南
斉
時
代
に
遡
る
。

宋
・
志
磐
が
撰
し
た
『
仏
祖
統
紀
』
巻
六
で
は
天
台
大
師
智
顗
と
か
か
わ
る
寺

院
を
挙
げ
、
摂
山
棲
霞
寺
は
泰
山
の
霊
厳
寺
、
天
台
山
の
国
清
寺
、
荊
州
の
玉

泉
寺
と
並
ん
で
、「
天
下
四
絶
」
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
唐

代
以
降
の
文
献
に
散
見
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
棲

霞
寺
が
建
て
ら
れ
た
同
時
代
に
、
石
窟
の
開
鑿
・
石
仏
の
造
立
も
行
わ
れ
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
五
〜
六
世
紀
に
は
雲
崗
石
窟
や
龍
門
石
窟
の
よ
う
な
大
型

石
窟
を
は
じ
め
、
大
小
の
数
多
く
の
石
窟
が
中
国
北
方
の
地
に
開
か
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
南
方
で
は
、
文
献
上
に
は
「
斉
文
皇
帝
造
白
山
丈
八
石
像
並
禅
崗

像
）
1
（

」、「
丹
陽
南
牛
頭
山
仏
窟
寺
。
現
有
辟
支
仏
窟
）
2
（

」
と
い
っ
た
石
窟
や
摩
崖
仏

像
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
記
述
が
見
出
せ
る
が
、
江
南
地
区
で
現
存
す
る
遺

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
浙
江
省
剡
山
石
城
寺
龕
像
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
み
で
あ
る
。

　

南
朝
時
代
の
石
仏
像
は
、
四
川
省
成
都
市
の
万
仏
寺
址
を
は
じ
め
、
西
安
路
、

商
業
街
、
寛
窄
巷
子
、
下
同
仁
路
等
、
成
都
市
内
の
各
地
で
次
々
と
出
土
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
成
都
か
ら
西
北
へ
岷
江
を
遡
る
と
、
彭
州
の
龍
興
寺
、
茂
県
や
汶

川
県
で
も
南
朝
の
紀
年
銘
の
あ
る
石
仏
像
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
都

市
の
東
北
の
綿
陽
市
に
あ
る
後
漢
末
期
あ
る
い
は
三
国
時
代
に
造
ら
れ
た
と
さ

れ
る
石
闕
、
平
陽
府
君
闕
の
闕
身
に
は
四
十
二
個
の
小
龕
が
開
か
れ
、
仏
像
や

道
教
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
「
大
通
三
年
（
五
二
九
）」、「
中

大
通
三
年
（
五
三
一
）」
な
ど
梁
代
の
紀
年
銘
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
龕
像
の
多
く
は
梁
代
の
作
と
考
え
ら
れ
る
）
3
（

。

　

そ
の
一
方
、
南
朝
の
中
心
地
で
あ
る
現
在
の
南
京
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、

仏
像
彫
刻
の
伝
世
作
品
や
出
土
作
例
の
数
は
極
め
て
少
な
い
。
近
年
、
南
京
市

内
の
徳
基
広
場
や
紅
土
橋
か
ら
銅
製
や
塑
造
の
仏
像
や
残
欠
が
発
見
さ
れ
、
と

り
わ
け
徳
基
広
場
の
金
銅
仏
に
刻
ま
れ
た
紀
年
銘
に
劉
宋
の
元
嘉
、
南
斉
の
永

摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
成
立
に
つ
い
て
の
再
検
討

馬
　
　
　
歌
　
陽
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明
、
梁
の
天
監
・
普
通
・
大
通
・
中
大
通
・
大
同
と
い
っ
た
南
朝
時
代
の
年
号

が
み
ら
れ
る
と
い
う
）
4
（

。
ま
た
、
二
〇
一
九
年
八
月
か
ら
南
京
市
西
営
村
路
で
劉

宋
期
に
遡
る
と
さ
れ
る
仏
寺
の
発
掘
作
業
が
進
め
ら
れ
、
遺
址
か
ら
舎
利
石
函
、

発
願
文
が
刻
ま
れ
た
滑
石
製
仏
具
、
銅
製
や
塑
造
の
仏
頭
、
仏
足
な
ど
の
残
欠

が
出
土
し
、
こ
れ
ら
も
南
朝
時
代
の
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
い
う
）
5
（

。

こ
う
し
た
南
朝
の
都
の
建
康
か
ら
の
出
土
作
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
い

ま
だ
不
明
な
ま
ま
南
朝
の
中
央
作
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

美
術
史
の
観
点
か
ら
、
建
康
城
の
近
傍
に
あ
る
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
を
南
朝
の

中
央
作
と
見
て
よ
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
吉
川
忠
夫
氏
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
棲
霞
寺
の
創
立
期
に
関
わ
っ
た
明
僧
紹
と
そ
の
一
族
や
僧
侶

た
ち
は
、
華
北
東
部
の
沿
海
地
域
か
ら
南
渡
し
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
彼
ら
を

通
し
て
華
北
仏
教
が
江
南
地
区
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
）
6
（

。
そ
う
す
る
と
、
摂

山
棲
霞
寺
石
窟
は
単
に
南
朝
の
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、

よ
り
複
雑
な
成
立
経
緯
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

摂
山
は
伝
世
の
文
献
史
料
に
登
場
す
る
五
世
紀
末
期
の
時
点
で
仏
教
と
結
び

つ
い
た
傾
向
が
あ
り
、
六
世
紀
に
入
る
と
棲
霞
寺
僧
侶
の
心
を
尽
く
し
た
経
営

と
南
朝
の
権
力
層
の
庇
護
に
よ
っ
て
、
三
論
学
の
拠
点
へ
と
発
展
し
、
棲
霞
寺

も
名
刹
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
造
営
も
五
世

紀
末
の
南
斉
時
代
か
ら
始
ま
り
、
南
朝
の
梁
、
唐
、
後
唐
、
明
・
清
、
さ
ら
に

中
華
民
国
期
に
わ
た
っ
て
新
し
い
窟
の
開
鑿
や
補
修
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き

た
。
現
在
石
窟
は
千
仏
岩
、
紗
帽
峰
、
千
仏
嶺
と
い
う
三
つ
の
区
域
に
分
け
ら

れ
る
。
そ
の
う
ち
、
南
朝
期
の
石
窟
は
千
仏
岩
に
集
中
す
る
。

　

本
稿
で
は
千
仏
岩
の
南
朝
窟
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
成

立
期
に
関
わ
る
問
題
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
摂
山
に
最
初
の
仏
教

寺
院
（
精
舎
）
を
造
っ
た
明
僧
紹
を
代
表
と
す
る
明
氏
一
族
に
注
目
し
、
青
斉

地
域
（
現
在
の
山
東
省
の
一
部
）
か
ら
南
渡
し
た
彼
ら
が
、
仏
教
を
通
じ
て
ど

の
よ
う
に
そ
れ
ま
で
馴
染
み
の
な
か
っ
た
江
南
地
域
に
自
ら
の
基
盤
を
築
い
た

か
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
人
格
化
し
た
摂
山
の
山
神
が
し
ば
し
ば
文
献
に
登

場
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
摂
山
の
山
神
が
五
戒
を
受
け
て
仏
教
の
出
家
者
に

な
っ
た
と
い
う
記
事
は
、
こ
の
山
に
お
い
て
仏
教
が
最
も
有
力
な
信
仰
に
な
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
、
明
氏
一
族
と
棲
霞
寺
の
僧
侶
ら
に
よ
る
石
窟
経
営
を
裏
付

け
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

一
　
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
南
朝
期
窟
の
考
古
学
調
査
の
概
要

　

摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
考
古
学
調
査
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
向
達
氏
の
調
査
を

嚆
矢
と
す
る
。
向
達
氏
は
一
九
二
五
年
十
二
月
、
一
九
二
七
年
と
一
九
二
八
年

の
夏
の
三
回
に
わ
た
っ
て
、
石
窟
と
十
世
紀
頃
に
造
ら
れ
た
石
造
舎
利
塔
の
現

状
や
金
石
文
な
ど
を
記
録
し
た
）
7
（

。
た
だ
し
、
第
一
回
調
査
の
直
前
、
当
時
の
棲

霞
寺
の
住
持
は
仏
像
の
保
護
を
図
ろ
う
と
し
て
、
像
の
表
面
を
モ
ル
タ
ル
で
覆

い
補
修
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
像
は
本
来
の
姿
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
任
鼐
氏
）
8
（

、
閻
儒
文
氏
が
重
要
な
題
記
や
石
窟
の
形
制
に

つ
い
て
調
査
を
し
た
。
八
十
年
代
に
発
表
さ
れ
た
宿
白
氏
の
論
考
に
は
「
無
量
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寿
仏
大
龕
」
と
そ
の
隣
の
二
仏
並
坐
龕
（「
次
大
龕
」）
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察

し
、
文
献
史
料
を
用
い
て
南
方
の
無
量
寿
仏
信
仰
と
弥
勒
信
仰
を
論
じ
た
）
9
（

。

　

九
十
年
代
以
降
、
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
に
対
す
る
本
格
的
な
考
古
学
調
査
が
進

ん
で
い
る
。
一
九
九
八
年
か
ら
北
京
大
学
と
南
京
市
博
物
館
は
共
同
調
査
隊
を

組
ん
で
、
千
仏
岩
を
中
心
に
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
石
窟
に
番
号
を
付
け
た
）
10
（

。

報
告
書
に
よ
る
と
、
南
朝
期
の
石
窟
が
集
中
す
る
千
仏
岩
は
現
在
、
彫
像
が
二

四
〇
体
あ
り
、
窟
、
及
び
窟
を
伴
う
小
龕
は
合
計
八
十
二
個
で
、
そ
の
う
ち
番

号
が
付
け
ら
れ
た
も
の
は
二
十
九
で
あ
る
と
い
う
。
本
稿
で
は
共
同
調
査
隊
の

編
号
を
使
用
す
る
。

　

千
仏
岩
の
石
窟
は
南
・
西
・
北
の
岩
面
に
分
布
し
て
い
る
。
図
１

で
示
し
た

よ
う
に
、
石
窟
の
番
号
は
北
か
ら
西
に
続
き
、
さ
ら
に
南
へ
行
く
と
い
う
順
序

で
つ
け
ら
れ
た
。
石
窟
の
形
制
と
仏
像
の
構
成
に
よ
っ
て
、
南
朝
期
と
思
わ
れ

る
石
窟
は
お
お
む
ね
二
つ
の
時
期
に
造
ら
れ
た
と
い
う
。
報
告
書
に
よ
る
と
、

岩
壁
の
南
面
と
南
東
面
の
下
部
に
あ
る
十
九
窟
、
二
十
窟
、
二
四
窟
、
二
六
窟
、

二
二
窟
、
二
三
窟
、
十
八
窟
は
第
一
期
）
11
（

に
属
し
、
そ
の
開
鑿
年
代
）
12
（

は
南
斉
永
明

二
年
（
四
八
四
）
を
上
限
と
し
、
永
元
二
年
（
五
〇
〇
）
を
下
限
と
す
る
と
い

う
。
規
模
が
最
も
大
き
い
十
九
号
窟
（
無
量
寿
仏
龕
）
の
完
成
年
代
に
つ
い
て

は
、
梁
の
天
監
年
説
）
13
（

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
第
二
章
に
詳
述
す
る
新
出
土
「
江

総
碑
」
の
記
述
か
ら
、
十
八
窟
と
二
六
窟
以
外
、
い
ず
れ
も
制
作
開
始
年
代
は

五
世
紀
の
末
、
南
斉
時
代
に
遡
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
五
窟
、
十
窟
、
十
二
窟
、
十
三
窟
、
十
五
窟
、
二
一
窟
、
二
五
窟
、

二
八
窟
は
第
二
期
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
二
一
窟
、
二
五
窟
、
二
八
窟

も
南
東
の
岩
壁
に
開
鑿
さ
れ
て
い
る
。

二
八
窟
の
窟
外
上
部
の
岩
面
に
「
中

大
通
二
年
□
八
月
廿
三
日
作
」（
図

２

）
と
い
う
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
で
最

も
早
い
紀
年
銘
が
み
ら
れ
る
。
中
大

通
二
年
は
梁
の
五
三
〇
年
で
あ
る
。

南
と
南
東
の
岩
面
に
あ
る
す
べ
て
の

窟
は
南
朝
期
の
も
の
で
、
完
成
年
代

は
五
三
〇
年
を
上
限
と
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
五
窟
、
十
窟
、

十
二
窟
、
十
三
窟
、
十
五
窟
と
い
う

五
つ
の
窟
は
西
の
岩
壁
の
下
部
に
配

置
さ
れ
、
形
制
は
い
ず
れ
も
方
形
で
、

両
足
を
下
ろ
す
倚
坐
形
の
如
来
を
主

尊
）
14
（

と
し
た
一
仏
二
菩
薩
二
弟
子
二
力

士
の
形
式
で
あ
る
。
こ
う
し
た
統
一

性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ

れ
ら
の
五
窟
は
か
な
り
近
い
年
代
に

造
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

従
来
、
明
・
葛
寅
亮
の
『
金
陵
梵

刹
志
』
な
ど
、
明
清
時
代
の
金
石
資

料
集
に
収
録
さ
れ
た
陳
・
禎
明
二
年

図１　千仏岩の立面図
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（
五
八
八
）
江
総
が
撰
述
し
た
「
摂
山
棲
霞
寺
碑
（
幷
）
銘
」（
以
下
、
伝
世
「
江

総
碑
」
と
す
る
）
に
は
、「
三
丈
一
尺
五
寸
」
の
無
量
寿
仏
の
坐
像
（
図
３

）、

お
よ
び
「
三
丈
三
寸
」
の
両
脇
侍
菩
薩
が
造
ら
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
像
に
あ
た
る
現
在
の
第
十
九
窟
の
一
仏
二
菩
薩
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
論
じ
た
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
考
古
学
調
査
に
よ
っ
て
像
自
体
の
詳
細

が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
主
尊
の
無
量
寿
仏
は
台
座
の
上
に
結
跏
趺
坐
し
、

禅
定
印
を
結
ぶ
の
に
対
し
、
左
右
両
側
に
は
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
と
さ
れ
る

像
が
蓮
華
座
に
立
っ
て
い
る
。
両
菩
薩
像
は
と
も
に
後
世
の
補
修
を
受
け
て
当

初
の
姿
が
判
別
で
き
な
い
。
無
量
寿
仏
は
袈
裟
の
内
側
に
内
衣
を
着
す
が
、
当

初
の
も
の
で
は
な
い
た
め
、
原
状
は
不
明
で
あ
る
。
外
側
に
袈
裟
を
ま
と
い
、

胸
元
を
寛
げ
、
裳
裾
を
台
座
に
垂
下
し
て
裳
掛
座
を
形
成
し
て
い
る
。
主
尊
の

頭
部
の
額
以
上
の
部
分
は
補
修
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
頭
部
の
背
後
の
蓮
華
形

頭
光
の
左
側
に
「
大
中
六
年
十
月
□
□
記
」
の
紀
年
銘
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大

中
六
年
は
唐
の
八
五
二
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
像
の
頭
部

は
唐
の
会
昌
年
間
（
八
四
一
〜
八
四
六
）
に
破
損
さ
れ
、
大
中
六
年
に
修
復
し

た
後
で
銘
文
を
残
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
）
15
（

。
ま
た
、
窟
後
部
の
壁
面
に
大
き

な
蓮
弁
形
光
背
を
表
し
、
無
量
寿
仏
の
頭
部
の
あ
た
り
に
小
さ
く
見
え
る
蓮
華

形
頭
光
を
浮
き
彫
り
す
る
。
こ
の
窟
の
前
部
は
崩
れ
落
ち
、
明
の
万
暦
二
十
八

年
〜
三
十
四
年
（
一
六
〇
〇
〜
一
六
〇
六
）
に
補
修
さ
れ
た
た
め
、
光
背
の
頂

部
は
現
在
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
）
16
（

。

　

こ
の
無
量
寿
仏
と
二
菩
薩
は
明
仲
璋
と
釈
法
度
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
「
江

総
碑
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
明
仲
璋
は
棲
霞
寺
の
開
山
者
で
あ
る
釈
法
度
に
対

し
て
居
宅
を
喜
捨
し
、
棲
霞
精
舎
を
建
て
た
名
士
の
明
僧
紹
の
第
二
子
で
あ
る
。

明
僧
紹
は
棲
霞
寺
と
石
窟
の
成
立
に
関
わ
る
重
要
な
人
物
と
言
え
る
。
摂
山
棲

図２　中大通二年の題記

図３　第十九窟　無量寿仏
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霞
寺
石
窟
の
創
立
を
語
る
二
つ
の
史
料
、
す
な
わ
ち
上
述
し
た
「
江
総
碑
」
と

唐
の
高
宗
李
治
が
上
元
三
年
（
六
七
五
）
に
撰
し
た
「
御
制
棲
霞
寺
明
徴
君
碑
」

（
以
下
、「
明
徴
君
碑
」
と
す
る
）
か
ら
、
明
氏
一
族
が
北
方
か
ら
江
南
の
摂
山

へ
南
渡
し
た
以
前
と
以
後
に
つ
い
て
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
江
総
撰

「
摂
山
棲
霞
寺
碑
文
幷
銘
」（
以
下
、
新
「
江
総
碑
」
と
す
る
）
が
碑
陽
に
刻
ま

れ
た
石
碑
が
出
土
し
、
そ
の
碑
陰
に
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
内
容
が
記

さ
れ
て
い
る
。
次
章
以
降
、
諸
史
料
を
用
い
て
明
氏
一
族
に
関
す
る
記
述
を
改

め
て
確
認
し
、
特
に
明
氏
一
族
と
摂
山
仏
教
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
　
新
出
土
「
江
総
碑
」
に
記
さ
れ
た

　
　
明
氏
一
族
に
よ
る
石
窟
の
造
営

（
一
）
新
出
土
「
江
総
碑
」
と
そ
の
成
立
時
期

　

二
〇
〇
二
年
、
第
十
九
窟
の
窟
前
の
発
掘
作
業
で
石
碑
が
発
見
さ
れ
た
。
石

碑
の
下
部
は
欠
失
し
て
お
り
、
現
在
碑
首
と
上
部
の
約
三
分
の
一
が
残
さ
れ
て

い
る
（
図
４

）。
碑
陽
の
冒
頭
に
は
「
摂
山
棲
霞
寺
碑
文
幷
銘
」
と
い
う
題
が

み
ら
れ
、
こ
れ
は
江
総
が
撰
し
た
文
章
に
ち
が
い
な
い
。
碑
文
は
三
十
行
に
わ

た
っ
て
整
然
と
構
成
さ
れ
て
い
る
。
碑
陰
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
（
図
５

）。

す
な
わ
ち
、
石
窟
最
初
期
の
各
像
に
つ
い
て
の
詳
細
の
記
録
（
①
向
か
っ
て
右

部
）、
棲
霞
寺
の
寺
域
の
土
地
の
記
録
（
②
向
か
っ
て
左
下
部
）、
唐
・
大
中
八

年
（
八
五
四
）
僧
智
詳
の
修
装
記
（
③
向
か
っ
て
左
上
部
）
で
あ
る
。

　
「
江
総
碑
」
の
原
石
は
、
唐
の
会
昌
年
間
の
廃
仏
で
壊
さ
れ
た
後
再
度
立
て

直
さ
れ
た
が
、
石
が
欠
け
た
り
、
文
字
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
し
た
た
め
、
北

宋
の
康
定
元
年
（
一
〇
四
〇
）
に
僧
の
契
先
が
襯
貲
を
喜
捨
し
、
新
し
い
石
を

購
入
し
、
原
本
に
依
っ
て
写
し
た
（「
僧
契
先
自
捨
襯
貲
購
石
、
依
本
写
之
」）

と
い
う
）
17
（

。
伝
世
「
江
総
碑
」
は
明
・
葛
寅
亮
の
『
金
陵
梵
刹
志
』、
明
・
梅
鼎

祚
の
『
釈
文
紀
』、
清
・
陳
毅
の
『
摂
山
志
』、
清
・
厳
観
の
『
江
寧
金
石
記
』

な
ど
の
金
石
資
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
各
録
文
は
字
句
に
若
干
の

差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
北
宋
時
代
に
造
り
替
え
た
石
碑
に
遡
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
「
江
総
碑
」
は
伝
世
「
江
総
碑
」
に
み
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
18
（

。
す
な
わ
ち
、
伝
世
「
江
総
碑
」
で
は
正
字
を
使
用
し

て
い
る
の
に
対
し
、
新
「
江
総
碑
」
で
は
通
仮
字
や
異
体
字
が
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
伝
世
「
江
総
碑
」
に
は
多
数
の
衍
文
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、

図４　新出土「江総碑」
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金
石
文
字
を
記
録
す
る
際
に
本
来
使
っ
て
い
た
通
仮
字
や
異
体
字
を
正
字
に
変

え
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
「
江
総
碑
」
に
は
な
い
衍

文
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
伝
世
「
江
総
碑
」
に
は
別
の
資
料
か
ら
の
内
容
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。『
金
陵
梵
刹
志
』
の
冒
頭
に
は
「
陳
江
総

持
及
唐
高
宗
碑
尚
完
）
19
（

」
と
あ
り
、
撰
者
の
葛
寅
亮
が
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
北
宋

に
立
て
ら
れ
た
「
江
総
碑
」
は
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
述
の
契
先
が
「
本

に
依
り
て
之
を
写
」
し
た
と
い
う
「
本
」
と
は
、
会
昌
年
以
前
の
原
石
碑
を
い

う
も
の
か
、「
嘗
重
立
」
の
石
碑
に
よ
る
も
の
か
、
現
時
点
で
は
判
定
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
「
江
総
碑
」
は
伝
世
「
江
総
碑
」
の
北
宋
よ
り
早
い
時
期

に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
新
「
江
総
碑
」
が
出
土
し
た
第
十
九
窟
の
窟
前
に
建
築
構
造
の
土
台

と
思
わ
れ
る
遺
跡
の
存
在
が
判
明
し
、
そ
の
面
積
は
約
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
第
十
九
窟
の
周
辺
に
は
石
構
造
が
残
っ
て
お
り
、
ま

た
窟
の
外
壁
に
は
梁
を
通
す
孔
の
痕
跡
も
確
認
で
き
、
か
つ
て
は
窟
前
に
木
構

造
の
建
築
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。
磚
や
瓦
な
ど
の
出
土
物
を
み
る
と
、

こ
の
建
築
は
晩
唐
か
ら
五
代
時
期
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

新
「
江
総
碑
」
が
こ
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
南
朝
時
代
に
す
で
に

こ
こ
に
建
築
物
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
）
21
（

。
そ
う
す
る

と
、
新
「
江
総
碑
」
は
陳
時
代
当
初
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
新
出
土
「
江
総
碑
」
の
碑
陰
の
向
か
っ
て
左
下
部
に
は
、
棲
霞
寺
の

寺
域
の
土
地
を
記
録
し
た
文
書
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
に
、「
頻
佳
里
」
と

い
う
地
名
が
頻
出
す
る
）
22
（

。
こ
の
「
頻
佳
里
」
と
は
、
唐
・
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』

巻
三
六
に
も
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
、

斉
棲
霞
寺
、
在
南
徐
州
琅
邪
郡
江
垂
北
郷
頻
佳
里
摂
山
之
中
）
23
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
斉
の
棲
霞
寺
は
南
徐
州
の
琅
邪
郡
の
江
垂
北
郷
の
頻
佳
里
）
24
（

の
摂
山
に
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
棲
霞
寺
の
所
在
地
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
記

図５　新出土「江総碑」　碑陰（筆者による枠線と番号）



摂山棲霞寺石窟の成立についての再検討

（307）748

述
で
あ
る
。『
法
苑
珠
林
』
当
該
箇
所
の
割
注
に
よ
れ
ば
、
本
条
の
典
拠
は
『
梁

京
寺
記
』
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
棲
霞
寺
条
は
現
行
の
『
梁
京
寺
記
』
に
は

収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
諏
訪
義
純
氏
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
『
梁
京
寺
記
』
は
南

宋
の
紹
興
三
十
年
（
一
一
六
〇
）
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
、
道
世
が
参
照
し

た
の
は
よ
り
古
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
『
梁
京
寺
記
』
と
い
う
）
25
（

。
つ
ま
り
、
摂
山
の

あ
た
り
を
指
す
「
頻
佳
里
」
と
い
う
地
名
は
遅
く
と
も
初
唐
時
代
ま
で
に
存
在

し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
劉
宋
の
永
初
二
年
（
四
二
一
）
に
淮
南

の
徐
州
を
「
南
徐
州
」
と
改
称
し
、
隋
の
開
皇
九
年
（
五
八
九
）
に
南
徐
州
は

廃
止
さ
れ
た
）
26
（

。「
南
徐
州
」
は
明
ら
か
に
南
朝
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
州
名

な
の
で
あ
る
。

　

棲
霞
寺
条
の
ほ
か
、
梁
の
南
冥
真
寺
条
（『
法
苑
珠
林
』
巻
三
六
）、
梁
の
安

国
寺
条
（『
法
苑
珠
林
』
巻
六
三
）、
梁
の
小
荘
厳
寺
条
（『
法
苑
珠
林
』
巻
六
四
）

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
『
梁
京
寺
記
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
三
箇

寺
の
所
在
地
は
以
下
と
な
る
。

①
梁
南
冥
真
寺
、
在
秣
陵
県
中
興
里
）
27
（

。

②
梁
安
国
寺
、
在
秣
陵
県
都
郡
同
下
里
）
28
（

。

③
梁
小
荘
厳
寺
、
在
建
康
定
陰
里
）
29
（

。

　

①
梁
・
宝
唱
の
『
比
丘
尼
伝
』
巻
四
「
禅
林
寺
僧
念
尼
伝
」
に
は
「
梁
天
監

三
年
卒
、
葬
秣
陵
県
中
興
里
内
）
30
（

」
と
あ
り
、「
秣
陵
県
中
興
里
」
は
梁
時
代
に

あ
っ
た
地
名
と
確
認
で
き
る
。
②
唐
・
道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
巻
五
「
釈
法
雲

伝
」
に
よ
れ
ば
、「
雲
以
天
監
末
年
、
欲
報
施
主
之
恩
、
於
秣
陵
県
同
下
里
中

造
寺
一
所
）
31
（

」
と
い
い
、「
秣
陵
県
同
下
里
」
も
梁
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
③
『
大
正
蔵
』
に
お
け
る
『
梁
京
寺
記
』
に
同
文
）
32
（

が
確
認
で
き
る
。

梁
・
宝
唱
の
『
比
丘
尼
伝
』
巻
一
「
北
永
安
寺
曇
備
尼
伝
」
に
は
「
京
邑
比
丘

尼
尠
有
曇
備
之
儔
也
。
到
永
和
十
年
後
為
立
寺
於
定
陰
里
、
名
永
安
）
33
（

」
と
あ
る
。

「
永
和
」
は
東
晋
の
年
号
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
定
陰
里
」
は
「
京
邑
」

の
建
康
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

要
す
る
に
、「
中
興
里
」、「
同
下
里
」、「
定
陰
里
」
は
す
べ
て
南
朝
時
代
に

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、「
南

徐
州
」
は
南
朝
時
代
の
州
名
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、「
頻
佳
里
」
は
南
朝
時
代
に

存
在
し
た
地
名
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
棲

霞
寺
の
寺
域
土
地
の
記
録
は
南
朝
時
代
の
実
情
を
反
映
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。
江
総
の
「
摂
山
棲
霞
寺
碑
文
幷
銘
」
は
陳
・
禎
明
二
年
（
五
八
八
）
に
成

立
し
、
碑
陰
に
刻
ま
れ
た
内
容
も
当
初
に
遡
れ
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
新
出
土
「
江
総
碑
」
の
碑
陰
内
容
に
み
ら
れ
る
明
氏
一
族

　

新
出
土
「
江
総
碑
」
の
碑
陰
の
向
か
っ
て
右
部
に
は
石
窟
の
尊
像
の
尊
名
・

法
量
・
造
像
主
な
ど
の
情
報
を
記
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
内
容
で
、
棲
霞
寺
石
窟
の
最
初
期
の
詳
細
を
示
す
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。
現
在
碑
陰
の
下
部
と
右
上
の
角
が
破
損
し
て
い
る
た
め
、
一
部
の

文
字
は
失
わ
れ
た
。
読
め
る
文
字
は
十
行
に
わ
た
っ
て
合
計
二
〇
三
字
で
あ
る
。

以
下
の
録
文
は
筆
者
が
実
見
調
査
に
よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
、
四
角
で
囲
っ
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た
文
字
は
今
の
と
こ
ろ
確
定
し
難
い
も
の
で
あ
る
）
34
（

。

①　
　
　
　
　

法
身
坐
高
三
丈
一
尺
五
寸
通
坐
四
丈
含
髻
頭
長
八
尺
五
寸
面

②　
　
　
　
　

手
長
六
尺
九
寸
両
膝
相
去
二
丈
五
寸
并
二
菩
薩
立
高
三
丈

③　
　
　
　

造　

齊
文
恵
太
子
随
憙　

齊
豫
章
獻
王
随
憙　

齊
竟
陵
文

④　
　
　
　

朱
明
寶
寺
十
五
人　

大
匠
左
亮
之
□
国
寶　

涞
匠
建
元

⑤　
　

像
身
坐
高
八
尺
九
寸　
　

齊
雍
州
刺
史
王
奐
為
巴
陵
王
造

⑥　

沂
令
明
仲
璋
造　
　
　
　
　

東
第
三
龕
像
身
坐
高
七
尺
九
寸

⑦
勒
下
生
龕
像
身
高
一
丈
四
尺　

宋
太
宰
内
霍
夫
人
造
未
成
齊

陵

⑧
衛
迦
葉
龕
二
像
坐
身
並
高
五
尺
四
寸　
　

梁
東
陽
州
刺
史
番
禺

⑨
太
建
十
一
年
皇
太
子　
　

東
宮
學
士
傅
澤
等
重
㽵
餞
无
量

⑩　
　
　
　
　
　
　

至
徳
二
年
吏
部
尚
書
江
総
率
化
衆
縁
重
㽵
餞

　

①
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
像
は
「
坐
高
三
丈
一
尺
五
寸
、
通
坐
四
丈
」
で
あ
る
。

「
江
総
碑
」
に
は
無
量
寿
仏
は
「
坐
高
三
丈
一
尺
五
寸
、
通
座
四
丈
）
35
（

」
と
す
る
。

つ
ま
り
、
冒
頭
部
は
無
量
寿
仏
の
窟
、
現
在
の
第
十
九
窟
に
あ
た
る
。
②
の
「
二

菩
薩
立
高
三
丈
」
の
記
述
も
「
江
総
碑
」
の
「
二
菩
薩
倚
）
36
（

高
三
丈
三
寸
）
37
（

」
と
一

致
す
る
。
③
の
冒
頭
部
は
欠
失
す
る
が
、
造
像
主
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
と

推
測
で
き
る
。
続
い
て
斉
の
文
恵
太
子
、
豫
章
献
王
、
竟
陵
文
（
宣
王
）
の
名

が
み
ら
れ
る
。「
江
総
碑
」
を
参
照
す
る
と
、「
斉
文
恵
太
子
、
豫
章
文
献
王
、

竟
陵
文
宣
王
、
始
安
王
等
慧
心
開
発
、
信
力
明
悟
、
各
舎
泉
貝
、
共
成
福
業
）
38
（

」

と
い
っ
た
内
容
に
相
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
る
と
、「
江
総
碑
」
の
「
其

第
二
子
仲
璋
為
臨
沂
令
…
与
度
禅
師
鐫
造
無
量
寿
仏
）
39
（

」
に
照
ら
せ
ば
、
③
の
欠

失
し
た
造
像
主
は
明
仲
璋
と
法
度
禅
師
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
上
述
し
た

よ
う
に
、
明
仲
璋
は
明
僧
紹
の
第
二
子
で
あ
る
。

　

ま
た
、
⑥
を
み
る
と
、「
沂
令
明
仲
璋
造
」
と
い
う
字
句
が
確
認
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
無
量
寿
仏
の
一
仏
二
菩
薩
の
ほ
か
に
も
、
明
氏
一
族
は
別
の
龕
像

も
造
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
江
総
碑
」
に
は
記
さ
れ
て
お
ら

ず
新
た
に
知
る
内
容
で
あ
る
。
で
は
、
明
仲
璋
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
の
は
ど
の

石
窟
に
あ
た
る
か
。
⑥
の
「
東
第
三
龕
像
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
の
「
東
」

と
は
、
冒
頭
の
無
量
寿
仏
の
窟
に
と
っ
て
東
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
東

第
三
龕
像
」
は
無
量
寿
仏
の
窟
か
ら
東
の
三
つ
目
の
窟
、
つ
ま
り
現
在
の
第
二

四
窟
を
指
す
。
⑤
の
後
半
と
⑥
の
前
半
に
は
「
齊
雍
州
刺
史
王
奐
為
巴
陵
王
造
」

と
「
沂
令
明
仲
璋
造
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
東
第
一
龕
像
」
と
「
東
第
二
龕

像
」
の
造
像
主
を
記
し
た
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
仲
璋
は
「
東

第
二
龕
像
」、
現
在
の
第
二
二
窟
の
造
像
主
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
二
二
窟
（
図
６

）
は
一
仏
四
菩
薩
二
弟
子
の
形
式
で
あ
る
。
中
央
の
仏
は

方
座
に
結
跏
趺
坐
し
、
両
手
は
欠
失
し
て
、
印
相
は
不
明
で
あ
る
。
菩
薩
│
弟

子
│
菩
薩
の
順
で
立
像
が
左
右
両
側
に
三
体
ず
つ
配
さ
れ
て
い
る
。
本
窟
は
モ

ル
タ
ル
の
除
去
が
済
ん
だ
が
、
い
ず
れ
の
像
も
損
傷
が
激
し
く
、
特
に
両
側
の

脇
侍
像
は
後
世
の
補
修
・
改
修
の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
。
現
時
点
で
補
足
で
き

る
史
料
が
な
い
限
り
、
像
容
や
像
種
な
ど
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

い
え
る
。
と
も
あ
れ
、
上
述
し
た
碑
陰
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
無
量
寿
仏
の
第
十
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九
窟
以
外
に
、「
東
第
二
龕
像
」
の
第
二
二
窟
も
明
仲
璋
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
明
氏
一
族
と
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
創
建

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
仲
璋
と
父
の
明
僧
紹
が
摂
山
の
棲
霞
寺
、
棲
霞
寺
石
窟

に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
解
明
で
き
た
。
陸
帥
氏
は
、

南
渡
し
た
元
青
斉
地
域
の
豪
族
、
い
わ
ゆ
る
「
青
斉
土
民
」
に
注
目
し
、
彼
ら

の
江
南
地
域
で
の
活
躍
に
よ
っ
て
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
が
成
立
し
た
と
解
釈
し
て

い
る
）
40
（

。
ま
た
、
宿
白
氏
、
稲
本
泰
生
氏
は
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
石
仏
が
北
朝
、

特
に
雲
崗
石
窟
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
示
唆
し
て
い
る
）
41
（

。

　

確
か
に
、
諸
先
学
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
創
立
と
北
方

仏
教
・
北
方
社
会
と
の
関
わ
り
は
看
過
で
き
な
い
。
山
東
省
で
発
見
さ
れ
た
造

像
記
に
記
さ
れ
た
多
く
の
造
像
主
は
、
本
来
華
北
か
ら
青
斉
地
域
に
移
住
し
た

豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
42
（

。
こ
う
し
た
北
人
の
南
渡
に
伴
い
、

仏
教
造
像
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
華
北
地
域
や
青
斉
地
域
か
ら
仏
像
や
そ
の

粉
本
が
江
南
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
明
氏
も
こ
の
よ
う

な
時
代
背
景
の
も
と
で
南
渡
し
た
北
人
の
一
族
で
あ
る
。
た
だ
し
、
摂
山
棲
霞

寺
だ
け
に
限
ら
ず
、
明
氏
一
族
に
と
っ
て
仏
教
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

本
章
で
は
諸
文
献
の
記
載
を
分
析
し
、
明
氏
一
族
と
仏
教
の
関
係
の
一
端
を
示

し
な
が
ら
、
彼
ら
が
石
窟
を
造
営
し
た
理
由
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
、
明
僧
紹
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
氏
が
詳
細
に
研
究
し
て
い

る
）
43
（

。
こ
こ
で
明
氏
が
南
渡
以
降
仏
教
に
転
向
し
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

『
南
斉
書
』、『
南
史
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
明
僧
紹
は
嶗
山
（
現
在
の
山
東
省

青
島
市
）
に
学
塾
を
開
き
、
儒
学
を
講
じ
て
い
た
が
、
泰
始
五
年
（
四
六
九
）

に
青
斉
地
域
が
北
魏
に
占
領
さ
れ
た
こ
と
で
江
南
に
渡
り
、
鬱
州
（
現
在
の
江

蘇
省
連
雲
港
市
）
に
住
し
て
、
建
元
二
年
（
四
八
〇
）
頃
に
摂
山
に
辿
り
着
い

た
と
い
う
。
上
述
の
嶗
山
と
鬱
州
は
と
も
に
神
仙
思
想
に
ゆ
か
り
の
深
い
と
こ

ろ
で
あ
る
）
44
（

。
そ
の
一
方
、
明
僧
紹
の
学
問
に
つ
い
て
、「
明
徴
君
碑
」
に
は
「
儒

肆
該
総
典
、
墳
論
極
玄
津
。
精
通
老
易
、
至
若
鹿
野
。
龍
宮
之
秘
、
猿
江
鶴
木

之
文
、
莫
不
逓
貫
）
45
（

」
と
称
え
、
儒
・
道
・
仏
三
教
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
南
渡
以
前
の
各
記
述
を
確
認
す
る
限
り
、
明
僧
紹
は
仏
教
と

の
関
わ
り
が
文
献
上
に
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
戦
乱
が
頻
繁
に
起

図６　第二十二窟
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こ
り
、
隠
逸
し
て
も
軍
事
勢
力
を
握
っ
て
い
た
青
斉
豪
族
の
明
氏
の
一
員
で
あ

る
明
僧
紹
も
動
乱
を
免
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
46
（

。
ゆ
え
に
、
明
僧
紹

は
嶗
山
と
鬱
州
で
の
儒
学
や
道
学
に
対
す
る
試
み
が
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
想
像
さ
れ
る
。

　

一
方
、
南
渡
後
の
明
僧
紹
は
、
一
層
仏
教
に
急
接
近
し
て
い
っ
た
。
黄
龍
（
現

在
の
遼
寧
省
の
あ
た
り
）
出
身
の
法
度
禅
師
は
摂
山
で
無
量
寿
経
を
講
じ
、
僧

紹
は
師
友
の
敬
意
を
は
ら
わ
れ
た
と
い
う
）
47
（

。
ま
た
、『
南
斉
書
』、『
南
史
』
に

は
「
僧
紹
聞
沙
門
釈
僧
遠
風
徳
、
往
候
定
林
寺
）
48
（

」
と
あ
り
、
僧
紹
は
釈
僧
遠
）
49
（

の

風
徳
を
慕
っ
て
鐘
山
の
上
定
林
寺
を
た
ず
ね
た
と
い
う
。
僧
遠
は
渤
海
重
合
の

出
身
で
、
青
州
地
域
で
有
名
な
道
慧
に
弟
子
入
り
し
た
。
こ
の
記
事
は
や
は
り

吉
川
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
僧
紹
が
青
斉
地
域
や
東
部
沿
海
地
域
出
身
の
僧

侶
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
梁
・
慧
皎
の
『
高

僧
伝
』
巻
八
の
「
釈
僧
遠
伝
」
の
以
下
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

　

宋
明
践
祚
、
請
遠
為
師
、
竟
不
能
致
。
其
後
山
居
逸
迹
之
賓
、
傲
世
陵

雲
之
士
、
莫
不
崇
踵
山
門
、
展
敬
禅
室
。
盧
山
何
点
、
汝
南
周
顒
、
斉
郡

明
僧
紹
、
濮
陽
呉
苞
、
呉
国
張
融
、
皆
投
身
接
足
、
諮
其
戒
範
）
50
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宋
の
明
帝
（
即
位
四
六
六
）
は
僧
遠
を
師
と
し
て
招
く
こ

と
が
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
山
に
隠
逸
す
る
士
人
た
ち
は
僧
遠
の
と
こ
ろ
に
つ
め

か
け
、
敬
意
を
は
ら
っ
た
と
い
う
。「
斉
郡
明
僧
紹
」
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

明
僧
紹
は
身
を
投
げ
出
し
て
足
元
に
礼
拝
し
、
戒
律
の
こ
と
を
僧
遠
に
諮
っ
た
。

戒
律
と
い
う
仏
教
信
者
が
守
る
べ
き
規
律
や
規
則
に
つ
い
て
僧
遠
に
尋
ね
る
こ

と
は
、
大
変
興
味
深
い
。
恐
ら
く
明
僧
紹
は
戒
律
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
理
解

が
あ
っ
た
が
、
実
践
上
の
不
明
点
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
僧
遠
に
尋
ね
た

と
想
像
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
梁
・
僧
祐
の
『
弘
明
集
』
巻
六
に
は
明
僧
紹
に
よ
る
「
正
二
教
論
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
道
教
の
立
場
か
ら
論
じ
た
顧
歓
の
『
夷
夏
論
』

に
対
し
て
、
明
僧
紹
が
仏
教
側
か
ら
持
ち
出
し
た
反
論
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う

に
、
南
渡
以
降
の
明
僧
紹
は
仏
教
に
接
近
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

明
僧
紹
没
後
、
第
一
子
の
元
琳
、
第
二
子
の
仲
璋
、
第
三
子
の
山
賓
は
と
も

に
家
業
を
継
い
だ
と
い
う
）
51
（

。
第
一
子
の
元
琳
に
つ
い
て
は
、
史
実
を
補
う
記
述

が
み
え
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
第
二
子
の
仲
璋
は
上
述
し
た
摂
山

棲
霞
寺
石
窟
の
無
量
寿
仏
像
（
第
十
九
窟
）
と
「
東
第
二
龕
像
」（
第
二
二
窟
）

の
造
像
主
な
の
で
あ
る
。
第
三
子
の
山
賓
は
梁
武
帝
期
の
五
経
博
士
に
任
ぜ
ら

れ
、「
荘
厳
寺
法
雲
法
師
与
公
王
朝
貴
書
」（『
弘
明
集
』
巻
一
〇
に
収
録
）
の

「
五
経
博
士
明
山
賓
答
」
と
い
う
一
条
に
そ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
本
篇
は
同
巻

の
「
大
梁
皇
帝
勅
回
答
臣
下
神
滅
論
」（
梁
武
帝
の
撰
述
）
と
と
も
に
、
范
縝

の
「
神
滅
論
」
に
対
し
て
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
山
賓
は
「
今
棄
周

孔
之
文
、
背
釈
氏
之
真
説
）
52
（

」
と
論
じ
、
儒
教
と
仏
教
が
調
和
す
る
と
す
る
説
で

神
滅
の
論
を
非
難
し
た
。
山
賓
は
父
の
僧
紹
と
同
じ
く
、
儒
者
で
あ
り
な
が
ら
、

仏
教
に
も
造
詣
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、『
続
高
僧
伝
』
巻
六

の
「
釈
僧
詢
伝
」
に
は
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
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釈
僧
詢
、
姓
明
、
太
子
中
庶
山
賓
之
兄
子
也
。
年
始
入
礼
。
嘗
聴
山
賓

共
客
談
論
、
追
領
往
復
、
了
無
漏
失
。
賓
撫
其
首
曰
：
今
使
吾
門
不
堕
者
、

其
在
爾
乎
。
父
奉
伯
篤
信
大
法
、
知
其
聡
俊
可
期
、
神
幽
冥
長
済
愛
海
。

年
十
二
勅
令
出
家
、
為
奉
誠
寺
僧
辯
律
弟
子
）
53
（

。

　

僧
詢
は
明
氏
の
一
員
で
、
山
賓
の
兄
の
子
で
あ
る
。
父
の
奉
伯
は
篤
く
仏
法

を
信
仰
し
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
補
足
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
こ

の
奉
伯
と
は
元
琳
か
、
仲
璋
か
、
ま
た
は
別
兄
弟
か
、
判
明
で
き
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
明
僧
紹
の
子
の
代
に
な
る
と
、
明
氏
家
族
に
仏
教
の
信
者
が
現
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
言
っ
た
こ
と
す
べ
て
復
唱
で
き
、
明
氏
一
族
の
家

門
が
堕
ち
な
い
に
よ
う
に
保
証
で
き
る
の
は
僧
詢
だ
と
山
賓
は
語
り
、
そ
の
後
、

僧
詢
は
出
家
し
て
僧
辯
に
弟
子
入
り
し
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
僧
詢
の

活
躍
と
明
氏
一
族
の
名
誉
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
手
段
は
仏

教
の
出
家
者
に
な
る
こ
と
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
唐
僧
の
道
宣
に

よ
っ
て
書
物
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
仏
教
側
の
撰
述
意
図
な
ど
を
考
慮
す

れ
ば
、
若
干
誇
大
な
内
容
を
入
れ
込
ん
だ
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

明
氏
一
族
は
明
僧
紹
の
代
か
ら
徐
々
に
仏
教
に
敬
服
し
、
信
仰
し
て
、
つ
い
に

孫
の
代
に
僧
侶
、
し
か
も
『
続
高
僧
伝
』
に
立
伝
さ
れ
た
高
僧
が
現
れ
た
こ
と

は
、
確
か
な
の
で
あ
る
。

　

明
僧
紹
は
青
斉
地
域
の
動
乱
を
避
け
て
転
々
と
し
、
青
斉
士
族
た
ち
の
南
渡

の
動
向
の
中
で
は
か
な
り
お
そ
く
な
っ
て
か
ら
泰
始
五
年
）
54
（

に
南
に
移
り
、
よ
う

や
く
南
斉
の
建
元
二
年
に
摂
山
に
着
い
た
。
当
初
の
摂
山
に
つ
い
て
、「
江
総

碑
」
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

南
徐
州
瑯
琊
郡
江
乗
県
界
、
有
摂
山
者
、
其
状
如
繖
、
亦
名
繖
山
。
尹

先
生
記
曰
：
山
多
薬
草
、
可
以
摂
養
、
故
以
摂
為
名
焉
。
南
瞻
旧
落
、
顧

悌
鎮
戍
之
塢
。
北
望
荒
村
、
扈
謙
卜
筮
之
宅
。
此
山
西
南
隅
、
有

道
館

地
）
55
（

。

　

摂
山
に
つ
い
て
の
記
述
は
南
北
朝
時
代
と
そ
の
以
前
の
文
献
に
は
滅
多
に
見

え
ず
、「
江
総
碑
」
が
早
い
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
摂
山

は
薬
草
が
豊
富
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
山
の
南
の
旧
落
に
三
国
時
代
の

孫
呉
の
顧
悌
が
鎮
守
し
た
村
塢
が
み
ら
れ
る
。
山
の
西
の
荒
村
に
は
東
晋
の
占

者
で
あ
る
扈
謙
が
卜
筮
を
し
た
宅
が
あ
る
。
山
の
西
南
隅
に
外
道
の
道
教
の
道

館
が
あ
る
と
い
う
。
明
僧
紹
の
到
着
以
前
に
は
、
摂
山
に
は
村
落
、
民
間
信
仰

の
占
術
や
、
道
教
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
仏
教
が
存
在

し
た
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

一
方
、
建
康
城
の
近
傍
、
例
え
ば
鐘
山
に
は
、
す
で
に
寺
院
・
道
館
・
祠
廟
・

学
館
・
隠
舎
・
皇
族
や
士
族
の
園
宅
や
墓
葬
が
集
ま
っ
た
多
重
的
な
地
理
空
間

が
現
れ
て
い
た
）
56
（

。
先
述
し
た
釈
僧
遠
は
鐘
山
の
上
定
林
寺
に
止
住
し
た
。
明
僧

紹
は
僧
遠
を
た
ず
ね
た
際
に
こ
う
し
た
多
様
な
鐘
山
の
景
観
を
目
に
し
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
蔡
宗
憲
氏
は
、
明
僧
紹
が
摂
山
で
よ
く
僧
侶
と
交
流
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
摂
山
の
仏
教
を
発
展
し
た
と
し
て
い
る
）
57
（

。
筆
者
は

さ
ら
に
、
明
僧
紹
と
そ
の
一
族
は
種
々
の
情
勢
に
つ
い
て
熟
考
し
た
上
で
摂
山



743（312）

を
選
び
、
石
窟
と
石
仏
を
造
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
摂
山
で
仏
教
を
発
展
さ

せ
た
と
指
摘
し
た
い
。

　
『
南
史
』
の
「
明
僧
紹　

僧
紹
子
山
賓
伝
」
の
末
尾
で
は
「
明
氏
南
渡
雖
晩
、

並
有
名
位
、
自
宋
至
梁
為
刺
史
者
六
人
）
58
（

」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
を
表

１

に
ま
と
め
て
み
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
刺
史
の
六
人
の
う
ち
、
僧
皓
（
僧
紹

の
次
兄
）、
慶
符
（
僧
紹
の
弟
）、
少
暇
（
僧
紹
の
第
四
子
）
は
青
州
刺
史
と
な

り
、
僧
胤
（
僧
紹
の
長
兄
）
は
冀
州
刺
史
に
就
い
た
と
い
う
。
明
氏
が
任
命
さ

れ
た
青
州
と
冀
州
は
と
も
に
青
斉
地
域
の
豪
族
が
勢
力
を
具
え
た
土
地
で
あ
っ

た
。
青
斉
地
域
の
豪
族
は
宋
斉
時
期
に
地
方
で
複
雑
に
絡
み
合
う
関
係
を
持
っ

て
い
た
た
め
、
地
方
の
管
理
に
は
彼
ら
の
協
力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
）
59
（

。

つ
ま
り
、
明
氏
の
よ
う
な
青
斉
地
域
の
豪
族
は
地
方
で
強
い
基
盤
が
築
け
た
の

で
あ
る
。
明
氏
の
刺
史
歴
も
こ
の
点
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
一
方
、
東
晋
時
代
か
ら
南
渡
北
人
は
長
ら
く
貴
族
制
度
の
江
南
で
不
遇

の
状
況
に
置
か
れ
た
）
60
（

。
一
つ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
北
方
の
士
族

で
は
経
学
の
伝
統
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
、
江
南
地
域
の
貴
族
は
老
荘
の
清
談

と
い
っ
た
玄
学
の
風
潮
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
61
（

。
さ
ら
に
、

建
康
の
貴
族
が
北
人
の
儒
学
者
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
事
例
も
挙
げ
ら
れ
る
）
62
（

。

そ
う
す
る
と
、
江
南
地
域
で
学
塾
を
経
営
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
明
僧
紹
が
仏
教
を
利
用
し
て
新
た
な
土
地
で
新
し
い
基
盤
を

作
ろ
う
と
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
鐘
山
の
よ
う
な
地
理
空
間
が
形
成
さ
れ
た
理
由
は
、
南
朝

時
代
に
建
康
の
都
城
の
発
達
に
と
も
な
い
、
そ
の
一
部
の
機
能
、
特
に
文
化
的

な
機
能
が
郊
外
に
流
出
し
、
分
担
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
）
63
（

。
ま
た
、
鐘
山

は
斉
梁
時
期
に
建
康
の
皇
室
や
士
族
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
摂
山
棲

霞
寺
石
窟
の
南
朝
期
窟
の
造
像
主
、
あ
る
い
は
関
与
者
に
は
南
斉
の
文
恵
太
子
、

豫
章
文
献
王
、
竟
陵
文
宣
王
、
始
安
王
な
ど
皇
室
の
メ
ン
バ
ー
や
王
奐
の
よ
う

な
高
門
の
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
氏
一
族
に
よ
る
石
窟
の
開
鑿
や
石
仏
の

造
立
に
お
い
て
も
同
様
の
効
果
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
仏
教
信
仰
者
と
し
て
現
れ
る
山
神

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
晩
期
の
南
渡
北
人
で
あ
っ
た
明
氏
一
族
は
、
江

南
地
域
に
到
着
し
て
仏
教
と
接
近
し
、
摂
山
で
寺
院
を
建
立
し
、
石
窟
や
石
仏

を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
康
の
中
心
権
力
層
と
の
関
わ
り
を
得
、
青
斉
出
身
士

族
の
新
し
い
基
盤
を
築
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
六
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
摂

表
１
　
明
氏
一
族
の
刺
史
囑
任
一
覧

名

僧
紹
と
の
関
係

官　
　

名

僧
胤

長
兄

冀
州
刺
史

僧
皓

次
兄

青
州
刺
史

慶
符

弟

青
州
刺
史

慧
照

長
兄
の
子

巴
州
刺
史
、
益
州
刺
史

山
賓

第
三
子

北
兖
州
刺
史

少
遐

第
四
子

青
州
刺
史
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山
は
三
論
学
の
拠
点
へ
と
発
展
し
た
。
そ
の
時
期
、
青
斉
地
域
、
東
部
沿
海
地

域
出
身
の
僧
が
棲
霞
寺
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
蘇
州
、
揚
州
な
ど

の
江
南
地
域
の
僧
も
棲
霞
寺
に
来
て
止
住
し
た
り
、
棲
霞
寺
の
僧
が
江
南
地
域

を
越
え
て
鄴
、
長
安
、
湘
州
で
弘
法
し
た
り
し
た
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
）
64
（

。

摂
山
仏
教
も
建
康
仏
教
の
欠
か
せ
な
い
一
角
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
興

味
深
い
の
は
、
諸
文
献
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
摂
山
の
山
神
の
存
在
で
あ
る
。

本
章
は
摂
山
の
山
神
に
つ
い
て
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
性
格
の
変
遷
も

ま
た
、
明
氏
一
族
が
摂
山
で
仏
教
を
発
展
さ
せ
た
策
略
が
奏
功
し
た
こ
と
を
と

示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

摂
山
の
山
神
に
つ
い
て
、「
江
総
碑
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

　

又
按
『
神
録
』
云
：
楚
靳
神
、
在
今
臨
沂
県
。
斉
永
明
初
、
神
詣
法
度

道
人
受
戒
。
自
通
曰
靳
尚
。
即
楚
大
夫
之
霊
也
。
大
同
元
年
二
月
五
日
、

神
又
現
形
、
著
菩
薩
巾
、
披
袈
裟
、
閑
雅
甚
都
。
来
入
禅
堂
、
請
寺
衆
説

法
）
65
（

。

　
『
神
録
』
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
は
、
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

摂
山
の
山
神
は
屈
原
と
同
時
代
の
楚
の
大
夫
で
あ
っ
た
靳
尚
の
霊
が
化
し
た
神

で
、
今
は
臨
沂
県
に
い
る
と
い
う
。
臨
沂
県
は
南
徐
州
に
属
し
、
上
述
の
明
仲

璋
は
臨
沂
令
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
南
斉
の
永
明
初
年
（
四
八
三
頃
）、
山
神

は
法
度
に
よ
っ
て
受
戒
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
仏
教
が
摂
山
に
現
れ
た
直
後

に
、
山
神
は
仏
教
の
信
仰
者
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
大
同
元
年

（
五
三
五
）
二
月
五
日
に
山
神
が
す
が
た
を
現
わ
し
た
際
に
は
、
菩
薩
巾
を
被
り
、

袈
裟
を
着
し
て
い
た
と
い
う
。「
菩
薩
巾
」
に
「
袈
裟
」
と
い
う
姿
は
仏
教
の

出
家
者
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
風
体
の
摂
山
の
山
神
は
他
の
書
物
に
も
確

認
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
法
苑
珠
林
』
巻
八
三
の
「
釈
慧
景
条
」
に
は
、

　

中
大
同
元
年
二
月
五
日
、
摂
山
神
現
形
、
著
菩
薩
巾
、
披
袈
裟
、
形
貌

極
端
正
。
侍
従
左
右
三
十
余
人
、
一
人
捉
香
炉
在
前
。
来
入
禅
堂
詣
、
弘

誓
法
師
所
。
自
坐
胡
床
、
与
法
師
共
語
、
並
請
寺
衆
行
道
）
66
（

。

　

と
あ
り
、
本
条
は
道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
い
う
割
注

が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
同
話
あ
る
い
は
類
話
は
現
在
の
『
大
正
蔵
』
所
収
の
当

該
書
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
山
神
も
同
様
に
「
菩
薩
巾
」
と
「
袈
裟
」

を
身
に
着
け
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
十
人
く
ら
い
の
侍
従
が

付
き
添
い
、
一
人
は
香
炉
を
持
ち
な
が
ら
先
頭
で
導
い
た
と
い
う
）
67
（

。
こ
う
し
た

立
派
な
出
行
場
面
は
、
北
魏
時
代
の
龍
門
石
窟
や
鞏
県
石
窟
に
表
さ
れ
た
「
礼

仏
図
」
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
仏
弟
子
と
し
て
の
山
神
が
仏
や
僧
に

対
し
て
敬
意
を
表
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
記
事
は
内
容

的
に
極
め
て
近
く
、同
様
の
由
来
を
示
し
て
い
る
。そ
れ
に
対
し
て
、『
高
僧
伝
』

巻
八
の
「
釈
法
度
伝
」
に
は
受
戒
前
の
山
神
に
つ
い
て
、
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（
度
）
住
経
幾
許
、
忽
聞
人
馬
鼓
角
之
声
、
俄
見
一
人
持
名
紙
、
通
度

曰
靳
尚
。
度
前
之
、
尚
形
甚
都
雅
、
羽
衛
亦
厳
）
68
（

。

　

と
あ
る
。
本
条
に
記
さ
れ
た
山
神
の
靳
尚
の
姿
は
と
て
も
優
雅
で
あ
っ
た
が
、

人
馬
や
太
鼓
や
角
笛
の
音
と
と
も
に
現
れ
た
と
い
う
。
威
厳
の
あ
る
羽
衛
を
帯

同
す
る
こ
と
で
、
武
人
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
ぶ
。
ま
た
、
武
人
の
山
神
は

上
述
の
『
法
苑
珠
林
』
巻
三
六
の
「
斉
棲
霞
寺
」
に
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

或
有
念
誦
、
小
有
疲
懈
。
山
神
現
形
、
又
著
烏
衣
、
身
長
一
丈
、
手
執

縄
索
。
僧
衆
驚
懼
、
誦
習
不
懈
）
69
（

。

　

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
は
上
述
の
「
釈
慧
景
条
）
70
（

」
に
載
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

　

普
通
元
年
四
月
二
十
四
日
、
有
新
受
戒
僧
慧
徴
、
往
屋
中
誦
戒
。
小
有

疲
懈
。
山
神
現
形
、
又
著
烏
衣
、
手
執
索
。
慧
徴
驚
懼
還
寺
）
71
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
念
誦
の
時
、
僧
が
怠
け
た
ら
、
身
長
が
一
丈
も
あ
る
山
神

が
現
れ
、
黒
い
衣
を
着
し
、
縄
索
を
手
に
執
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
「
烏
衣
」

と
「
縄
索
」
も
や
は
り
武
人
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
だ
ろ
う
。
山
神
は
僧
侶
の
失
儀

を
矯
め
て
監
察
の
務
め
を
担
い
、
仏
教
の
護
法
善
神
と
し
て
役
割
を
果
た
し
た

と
理
解
さ
れ
て
い
る
）
72
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
摂
山
の
山
神
は
受
戒
前
の
武
人
│
仏
教
の
護
法
善
神
│
仏

教
の
出
家
者
と
い
っ
た
性
格
の
展
開
が
確
認
で
き
た
。『
高
僧
伝
』
の
記
事
に

つ
い
て
、
慧
皎
の
撰
述
は
天
監
十
八
年
（
五
一
九
）
を
下
限
と
す
る
が
、
実
際

の
成
立
年
代
は
中
大
通
五
年
（
五
三
三
）
と
さ
れ
て
い
る
）
73
（

。
つ
ま
り
、
摂
山
の

山
神
の
説
話
は
遅
く
と
も
中
大
通
五
年
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
説
話
が
増
広
さ
れ
続
け
て
き
、
出
家
者
の
山
神
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
仏
教
が
民
間
信
仰
や
道
教
に
勝
っ
て
摂
山
に
お
い
て
優
位
と
な
っ
た

こ
と
を
示
唆
す
る
と
解
さ
れ
る
）
74
（

。
し
か
し
、
同
時
代
の
諸
文
献
に
登
場
す
る
山

神
と
比
べ
る
と
、
こ
う
し
た
出
家
者
の
す
が
た
を
し
た
山
神
は
極
め
て
珍
し
い

と
も
い
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
仏
教
は
た
だ
優
位
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

摂
山
に
お
け
る
唯
一
の
信
仰
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
う
し
た
こ
と
も
明
氏
一
族
に
よ
る
石
窟
と
石
仏
の
造
立
と
い
っ
た
摂

山
仏
教
を
発
展
さ
せ
た
結
果
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

む
す
び

　

以
上
の
四
章
に
わ
た
っ
て
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
成
立
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。

結
論
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
新
出
土
「
江
総
碑
」
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。

碑
陰
に
は
「
頻
佳
里
」
と
い
う
地
名
が
見
ら
れ
る
。
同
様
の
地
名
は
『
梁
京
寺

記
』
か
ら
引
用
し
た
『
法
苑
珠
林
』
の
「
斉
棲
霞
寺
条
」
で
も
確
認
で
き
た
。

さ
ら
に
、「
頻
佳
里
」
を
管
轄
し
た
「
南
徐
州
」
は
、
劉
宋
の
永
初
二
年
（
四
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二
一
）
か
ら
隋
の
開
皇
九
年
（
五
八
九
）
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
州
名
で
、
南
朝

時
代
当
初
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
新
出
土
「
江
総
碑
」
の
碑
陰
に
摂
山
棲
霞
寺
の
成
立
期
に
造
ら
れ

た
各
尊
像
の
尊
名
・
法
量
・
造
像
主
な
ど
の
情
報
が
確
認
で
き
る
内
容
が
見
出

せ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
千
仏
岩
の
南
面
と
南
東
面
の
下
部
に
あ
る
十
九
窟
、

二
十
窟
、
二
四
窟
、
二
二
窟
、
二
三
窟
、
十
八
窟
の
各
像
の
制
作
開
始
年
代
は
、

五
世
紀
末
〜
六
世
紀
の
初
め
に
遡
る
。
こ
れ
は
考
古
学
調
査
の
結
果
と
も
一
致

す
る
。

　

第
三
に
、
従
来
伝
世
「
江
総
碑
」
に
よ
れ
ば
、
明
僧
紹
の
子
で
あ
る
仲
璋
は

第
十
九
窟
の
無
量
寿
仏
と
二
菩
薩
を
造
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
新

出
土
「
江
総
碑
」
の
碑
陰
に
い
う
「
東
第
二
龕
像
」、
す
な
わ
ち
、
第
二
二
窟

の
造
像
主
も
仲
璋
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
青
斉
地
域
か
ら
南
渡
し
た
明

氏
一
族
は
摂
山
棲
霞
寺
の
成
立
と
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
確
か
め

ら
れ
た
。

　

第
四
に
、
明
僧
紹
は
南
渡
以
降
江
南
地
域
の
僧
侶
と
交
流
し
た
り
、
仏
道
の

論
争
で
仏
教
の
立
場
か
ら
反
論
を
出
し
た
り
積
極
的
に
仏
教
に
接
近
し
た
。
彼

の
子
の
代
や
孫
の
代
に
も
仏
教
の
尊
崇
者
や
僧
侶
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
明

僧
紹
と
そ
の
一
族
は
意
欲
的
に
当
時
仏
教
が
な
か
っ
た
摂
山
で
石
窟
や
仏
像
を

造
立
し
、
寺
院
を
開
基
し
、
仏
教
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
南
地
域

で
新
し
い
士
族
の
基
盤
を
築
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
五
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
末
に
か
け
て
、
摂
山
の
山
神
に
ま
つ
わ
る
説

話
に
よ
れ
ば
、
山
神
は
受
戒
前
の
武
人
│
仏
教
の
護
法
善
神
│
仏
教
の
出
家
者

と
い
っ
た
性
格
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
出
家
者
と
し
て
現
れ
る
山
神
は
仏
教
が

摂
山
で
絶
対
的
に
優
勢
に
な
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
明
氏
一
族
に

よ
っ
て
摂
山
仏
教
が
発
展
し
た
結
果
の
一
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
明
氏
一
族
と
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
成
立
、
特
に
南
渡
北
人
と
し
て

の
明
氏
が
石
窟
を
造
立
し
た
動
因
を
中
心
に
論
じ
た
。
た
だ
し
、
摂
山
棲
霞
寺

石
窟
に
み
ら
れ
る
南
朝
に
特
有
な
要
素
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
は
従
来
釈
迦
多

宝
並
坐
と
さ
れ
た
第
十
八
窟
（
図
７

）
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
章
に
詳
述
し

図７　第十八窟　維衛迦葉二仏並坐



739（316）

た
新
出
土
「
江
総
碑
」
の
碑
陰
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
像
は
維
衛
仏
）
75
（

と
迦
葉
仏
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
道
宣
の
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
巻
中
の
「
西

晋
呉
郡
石
像
浮
江
縁
」
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
説
話
は
江
南
地
域
と
因
縁
の
深

い
瑞
像
と
し
て
二
仏
を
語
り
、
敦
煌
莫
高
窟
第
三
二
三
窟
南
壁
や
、
第
九
窟
甬

道
頂
部
に
描
か
れ
た
。
第
三
二
三
窟
の
本
説
話
画
（
図
８

）
に
お
い
て
は
、
維

衛
仏
と
迦
葉
仏
は
立
像
で
表
さ
れ
、
摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
第
十
八
窟
の
よ
う
な

二
仏
並
坐
の
表
現
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
二
像
に
つ
い
て
は
、
新
資
料
の
発
見

に
期
待
し
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）　
『
大
正
蔵
』
巻
一
二
、
九
二
頁
ｃ
。

（
2
）　
『
大
正
蔵
』
巻
二
〇
、
六
〇
四
頁
ｂ
。

（
3
）　

平
陽
府
君
闕
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
が
参
照
さ
れ
る
。
孫
華
、
鞏
発
明

「
平
陽
府
君
闕
考
」、『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
九
期
、
六
一
〜
六
九
頁
、
七
九
頁
。
孫

華
「
四
川
綿
陽
平
陽
府
君
闕
闕
身
造
像
│
兼
談
四
川
地
区
南
北
朝
仏
道
龕
像
的
几
個
問

題
」、『
漢
唐
之
間
的
宗
教
芸
術
与
考
古
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
九
〜
一

三
八
頁
。
符
永
利
、
劉
超
「
四
川
平
陽
府
君
闕
闕
身
龕
像
的
初
歩
研
究
」、『
石
窟
寺
研

究
』
第
七
輯
、
二
〇
一
七
年
、
一
六
四
〜
一
九
七
頁
。

（
4
）　

賀
雲
翺
「
六
朝
都
城
仏
寺
和
仏
塔
的
初
歩
研
究
」、『
東
南
文
化
』
二
〇
一
〇
年
第
三

期
、
一
〇
一
〜
一
一
三
年
。
現
在
南
京
市
六
朝
博
物
館
所
蔵
の
徳
基
広
場
出
土
金
銅
製

一
仏
二
菩
薩
像
の
光
背
に
は
「
大
通
元
年
八
月
廿
三
日
」
の
紀
年
銘
が
あ
る
と
い
う
。

大
通
元
年
は
梁
の
年
号
で
、
五
二
七
年
で
あ
る
。
費
泳
「
南
京
徳
基
広
場
出
土
南
朝
金

銅
仏
造
像
的
新
発
見
」、『
芸
術
探
索
』
二
〇
一
八
年
第
一
期
、
五
二
頁
。

（
5
）　

こ
の
仏
寺
遺
址
の
考
古
報
告
書
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
〇
二
二
年
四
月

二
十
八
日
か
ら
南
京
市
の
六
朝
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
煙
雨
楼
台
：
西
営
村
考
古
紀

実
展
」
に
は
金
銀
器
、
陶
器
、
仏
像
、
建
築
構
造
部
材
品
な
ど
二
百
余
件
の
出
土
品
が

展
示
さ
れ
た
。
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
五
日
北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
陸
彊
与
海

彊
：
仏
法
東
漸
与
石
窟
芸
術
」
に
て
南
京
市
考
古
研
究
院
の
龔
巨
平
氏
は
「
南
京
西
営

村
南
朝
仏
寺
遺
址
発
見
与
収
穫
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ

の
発
表
内
容
に
基
づ
い
て
筆
者
が
ま
と
め
た
。

（
6
）　

吉
川
忠
夫
「
五
、
六
世
紀
東
方
沿
海
地
域
と
佛
教
：
攝
山
棲
霞
寺
の
歴
史
に
よ
せ
て
」、

『
東
洋
史
研
究
』
第
四
二
巻
第
三
号
、
一
九
八
三
年
、
一
〜
二
七
頁
。
後
『
六
朝
隋
唐

文
史
哲
論
集
Ⅱ
│
宗
教
の
諸
相
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
）
に
収
録
。

（
7
）　

調
査
関
連
の
「
摂
山
仏
教
石
刻
小
紀
」、「
摂
山
仏
教
石
刻
補
紀
」
の
二
篇
は
氏
の
『
唐

代
長
安
与
西
域
文
明
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
五
年
、
四
五
四
〜
四
七
七
頁
、
四
七

八
〜
五
〇
一
頁
）
に
収
録
さ
れ
る
。

（
8
）　

向
達
氏
は
「
摂
山
仏
教
石
刻
小
紀
」
の
「
補
注
」
に
お
い
て
棲
霞
寺
石
窟
最
古
の
題

図８　敦煌莫高窟第三二三窟　呉郡石像浮江
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記
と
さ
れ
る
「
梁
中
大
通
」
の
拓
本
に
言
及
し
た
が
、
実
見
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
任
鼐
氏
は
一
九
二
八
年
に
そ
の
題
記
を
確
認
し
、
当
該
の
窟
に
「
中
華
民
國

十
七
年
四
月
十
五
日
市
政
府
任
鼐
来
游
并
觀
大
通
題
字
」
と
い
う
一
文
を
残
し
た
。

（
9
）　

宿
白
「
南
朝
龕
像
遺
跡
初
探
」、『
考
古
学
報
』
一
九
八
九
年
四
期
、
三
八
九
〜
四
一

三
頁
。

（
10
）　

摂
山
棲
霞
寺
石
窟
の
考
古
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
考
と
す
る
。
林
蔚

「
棲
霞
寺
千
仏
岩
区
南
朝
石
窟
的
分
期
研
究
」、『
燕
京
学
報
』
新
十
九
期
、
二
〇
〇
五
年
、

二
七
五
〜
三
〇
八
頁
。
魏
正
瑾
、
白
寧
「
南
京
棲
霞
寺
南
朝
石
窟
考
古
概
要
」、『
石
窟

研
究
』
第
二
輯
、
二
〇
一
一
年
、
一
九
一
〜
二
〇
三
頁
。
張
雯
「
成
都
地
区
南
朝
石
造

像
与
南
京
棲
霞
山
南
朝
窟
龕
的
分
期
与
比
較
」、『
石
窟
研
究
』
第
二
輯
、
二
〇
一
一
年
、

二
〇
四
〜
二
三
六
頁
。魏
正
瑾
、白
寧
「
棲
霞
山
石
窟
南
朝
無
量
寿
大
仏
勘
察
記
」、『
石

窟
研
究
』
第
三
輯
、
二
〇
一
二
年
、
一
〜
一
六
頁
。
陳
晶
鑫
「
棲
霞
山
唐
│
五
代
石
窟

的
分
期
」、『
石
窟
研
究
』
第
四
輯
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
八
〜
二
四
六
頁
。
魏
正
瑾
、

白
寧
「
南
京
棲
霞
寺
千
仏
岩
石
窟
寺
考
古
方
法
論
的
実
践
」、『
石
窟
研
究
』
第
八
輯
、

二
〇
一
八
年
、
七
七
〜
一
〇
五
頁
。
ま
た
、
公
表
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
一
九
九
二

年
に
南
京
市
文
物
管
理
委
員
会
が
一
度
千
仏
岩
石
窟
を
編
号
し
た
が
、
現
在
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
汪
永
平
、
潘
慶
林
「
南
京
棲
霞
山
千
仏
岩
石
窟
的
測
絵
与

編
号
」、『
東
南
文
化
』
一
九
九
九
年
第
四
期
、
八
一
〜
八
七
頁
）。
林
蔚
氏
の
「
棲
霞

寺
千
仏
崖
第
十
三
窟
的
新
発
見
」
で
は
無
量
寿
仏
龕
を
第
十
四
窟
と
し
、
隣
の
二
仏
並

坐
龕
を
第
十
三
窟
と
す
る
（『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
四
期
、
三
二
〜
三
六
頁
）。
項
長

興
氏
、
徐
業
海
氏
は
石
窟
の
題
記
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
論
に
お
い
て
無
量
寿
仏
龕
を

第
一
窟
と
し
、
最
古
の
題
記
の
あ
る
窟
を
第
六
一
窟
と
し
た
（「
棲
霞
寺
千
仏
岩
石
窟

尋
覓
仏
龕
題
刻
跡
迹
」、『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
六
年
第
二
期
、
二
三
〜
二
八
頁
。「
梁

「
中
大
通
二
年
」
紀
年
摩
崖
的
発
見
│
棲
霞
寺
千
仏
岩
六
一
号
仏
龕
南
梁
紀
年
題
名
石

刻
」、『
東
南
文
化
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
、
八
五
〜
八
六
頁
）。
た
だ
し
、
林
蔚
氏
と
項
、

徐
両
氏
は
番
号
の
付
け
方
を
示
さ
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
符
永
利
氏

は
博
士
論
文
「
南
朝
仏
教
造
像
的
考
古
学
研
究
」
で
独
自
の
石
窟
番
号
を
使
っ
て
い
る

（
南
京
大
学
考
古
学
及
博
物
館
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
二
年
）。

（
11
）　

報
告
書
で
は
南
東
岩
壁
の
外
側
の
二
七
窟
を
第
一
期
に
区
分
し
て
い
る
が
、
他
の
窟

と
比
べ
る
と
、
そ
の
形
制
も
、
仏
像
の
構
成
も
、
特
殊
な
も
の
と
い
え
る
。
現
状
で
は

鎧
風
の
着
装
を
し
て
い
る
一
体
の
力
士
立
像
で
あ
る
が
、
岩
壁
に
建
ら
れ
た
石
製
構
造

は
明
代
の
も
の
と
い
う
（
前
掲
注（
10
）林
蔚
氏
二
〇
〇
五
年
論
文
、
二
九
〇
頁
）。

（
12
）　

開
鑿
年
代
に
つ
い
て
、
宿
白
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
は
一
般
に
、
明
僧
紹
の
没

年
の
南
斉
永
明
二
年
（
四
八
四
）
を
上
限
と
し
、
釈
法
度
の
没
年
の
建
康
武
四
年
（
四

九
七
）
あ
る
い
は
永
元
二
年
（
五
〇
〇
）
を
下
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
吉
川
氏
の
考
証

に
よ
る
と
、
明
僧
紹
の
没
年
は
永
明
七
年
（
四
八
九
）
以
降
で
あ
る
と
い
う
（
前
掲
注

（
6
）、
二
三
頁
）。
す
る
と
、
上
限
は
永
明
七
年
以
降
に
訂
正
を
要
す
る
。
ま
た
、
開

鑿
年
は
劉
宋
時
代
に
遡
る
と
す
る
説
も
挙
げ
ら
れ
る
（
前
掲
注（
10
）符
永
利
氏
博
士
論

文
、
二
七
〜
三
三
頁
。
費
泳
「
南
京
棲
霞
山
新
発
見
的
「
江
総
残
碑
」
及
相
関
問
題
」、

『
南
京
芸
術
学
院
学
報
』、
二
〇
一
八
年
一
期
、
七
四
〜
七
五
頁
）。
こ
の
劉
宋
開
鑿
説

に
対
し
て
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
（
陸
帥
「
地
望
、
書
写
与
断

代
：
六
朝
建
康
碑
誌
三
種
研
読
叢
札
」、『
古
典
文
献
研
究
』、
二
〇
二
一
年
一
期
、
二

六
九
〜
二
七
二
頁
）。

（
13
）　

稲
本
泰
生
氏
は
天
監
十
二
年
（
五
一
三
）
か
ら
天
監
十
四
年
（
五
一
五
）
に
無
量
寿

仏
窟
が
完
成
さ
れ
た
と
す
る
。
稲
本
泰
生
「
南
京
棲
霞
寺
石
窟
試
論
│
五
世
紀
末
〜
六

世
紀
初
頭
の
建
康
造
像
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
」、『
仏
教
史
学
研
究
』
三
九
（
二
）、

一
九
九
七
年
、
七
〜
一
四
頁
。

（
14
）　

現
状
で
は
第
十
二
窟
の
主
尊
は
結
跏
趺
坐
で
あ
る
が
、
台
座
の
前
に
踏
割
蓮
華
座
が

確
認
で
き
た
た
め
、
本
来
は
両
足
を
踏
み
下
げ
る
倚
坐
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
前

掲
注（
10
）林
蔚
氏
二
〇
〇
五
年
論
文
、
二
八
二
頁
、
三
〇
三
頁
）。

（
15
）　

前
掲
注（
10
）魏
正
瑾
、
白
寧
両
氏
二
〇
一
二
年
論
文
、
五
〜
九
頁
。

（
16
）　

前
掲
注（
10
）魏
正
瑾
、
白
寧
両
氏
二
〇
一
二
年
論
文
、
四
〜
一
一
頁
。

（
17
）　

現
在
故
宮
博
物
院
が
所
蔵
す
る
「
江
総
碑
」
の
明
代
の
拓
本
は
北
宋
時
代
に
立
て
ら

れ
た
石
碑
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
跋
記
を
付
す
。
す
な
わ
ち
、「
此
碑

経
唐
会
昌
毀
廃
、
後
已
嘗
重
立
。
至
今
其
石
断
缺
、
文
字
䚹
隠
。
前
充
寺
主
僧
契
先
自

捨
襯
貲
購
石
、
依
本
写
之
。
康
定
元
年
三
月
十
七
日
鎸
立
。
本
寺
維
那
僧
粛
澄
、
上
座
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僧
智
達
、
寺
主
僧
元
聳
謹
記
、
袁
文
雅
刻
字
」。
ま
た
、
葛
寅
亮
『
金
陵
梵
刹
志
』
の

当
該
碑
文
の
割
注
に
は
「
此
碑
経
唐
会
昌
毀
廃
、
後
已
曽
立
。
至
今
其
石
断
缺
、
文
字

䚹
隠
。
寺
主
僧
契
先
購
石
、
依
本
写
之
。
康
定
元
年
三
月
十
七
日
鎸
立
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
上
述
の
跋
記
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
葛
寅
亮
の
実
見
に
よ
る
記
録
で
あ
ろ
う
。
文
字
の

齟
齬
は
磨
滅
に
よ
る
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）　

新
「
江
総
碑
」
の
碑
陽
の
拓
本
や
録
文
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
校
勘
は
邵

磊
「
南
京
棲
霞
寺
創
建
史
実
考
│
以
新
発
見
江
総
碑
残
石
為
中
心
」（『
東
亜
文
明
』
第

二
輯
、
二
〇
二
一
年
、
一
一
一
〜
一
一
五
頁
）
を
参
照
。

（
19
）　

明
・
葛
寅
亮
『
金
陵
梵
刹
志
』
巻
四
（
藍
吉
富
『
大
蔵
経
補
編
撰
録
』
第
二
九
冊
、

華
宇
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
第
一
二
二
頁
ａ
）。

（
20
）　

前
掲
注（
18
）邵
磊
氏
論
文
、
一
一
八
〜
一
一
九
頁
。
前
掲
注（
9
）宿
白
論
文
、
三
九

○
頁
。

（
21
）　

前
掲
注（
18
）邵
磊
氏
論
文
、
一
一
九
頁
。

（
22
）　

例
え
ば
、「
頻
佳
里
王
□
塘
一
所
」、「
頻
佳
里
梨
園
一
所
」、「
頻
佳
里
園
地
一
所
」

な
ど
地
名
を
表
す
「
頻
佳
里
」
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、「
文
陳
塘
」、「
式
辟
里
」

な
ど
の
地
名
も
見
出
せ
る
。

（
23
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
五
七
二
頁
ａ
。

（
24
）　

蔡
宗
憲
氏
に
よ
る
と
、「
頻
佳
里
」
は
「
羅
落
里
」、「
羅
落
」、「
羅
落
橋
」
と
も
呼

ぶ
と
い
う
。
建
康
へ
の
要
地
（
京
口
）
に
位
置
し
た
頻
佳
里
の
附
近
で
は
戦
乱
が
よ
く

起
っ
た
。
蔡
宗
憲
「
五
至
七
世
紀
的
摂
山
仏
教
与
僧
俗
網
絡
」、『
台
湾
師
大
歴
史
学
報
』

第
五
五
期
、
二
〇
一
六
年
、
八
四
〜
八
六
頁
。

（
25
）　

諏
訪
義
純
「『
梁
京
寺
記
』
資
料
考
」、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
二
六
（
一
）、
一
九

七
七
年
、
九
一
〜
九
六
頁
。
後
『
中
国
南
朝
仏
教
史
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
七
年
、

一
三
七
〜
一
四
六
頁
）
に
収
録
。

（
26
）　

中
村
圭
爾
『
六
朝
江
南
地
域
史
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
五
〜
一

二
六
頁
。
施
和
金
『
中
国
行
政
区
劃
通
史
・
隋
代
巻
』、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

九
年
、
六
〇
頁
、
六
七
頁
。

（
27
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
五
七
二
頁
ａ
。

（
28
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
七
六
六
頁
ａ
。

（
29
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
七
七
二
頁
ｂ
。

（
30
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
九
四
五
頁
ｃ
。

（
31
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
四
六
四
頁
ｂ
。

（
32
）　
『
大
正
蔵
』
の
『
梁
京
寺
記
』
に
は
「
梁
小
荘
厳
寺
、
在
建
業
定
陰
里
」（
巻
五
一
、

一
〇
二
四
頁
ａ
）
と
あ
る
。
建
業
は
建
康
の
こ
と
で
あ
る
。

（
33
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
九
三
五
頁
ｃ
。

（
34
）　

四
角
で
囲
ん
だ
文
字
は
、
邵
磊
氏
が
「
棲
霞
寺
千
仏
岩
南
朝
石
窟
的
開
鑿
年
代
与
功

徳
主
」
と
題
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
二
〇
二
二
年
五
月
十
五
日
）
で
公
表
し
た
資

料
を
参
照
し
た
。

（
35
）　

前
掲
注（
19
）、
第
一
二
四
頁
ａ
。

（
36
）　

新 

「
江
総
碑
」
に
「
立
高
」
と
す
る
。
す
る
と
、
伝
世
「
江
総
碑
」
の
「
倚
高
」
は

誤
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
37
）　

前
掲
注（
19
）、
第
一
二
四
頁
ａ
。

（
38
）　

前
掲
注（
19
）、
第
一
二
四
頁
ａ
。

（
39
）　

前
掲
注（
19
）、
第
一
二
四
頁
ａ
。

（
40
）　

陸
帥
「「
青
斉
土
民
」
与
南
朝
社
会
│
以
五
六
世
紀
摂
山
千
仏
岩
為
中
心
」、『
東
南

文
化
』、
二
〇
一
五
年
六
期
、
九
二
〜
九
八
頁
。

（
41
）　

前
掲
注（
9
）、
四
〇
六
〜
四
〇
九
頁
。
前
掲
注（
13
）、
一
四
〜
二
八
頁
。

（
42
）　

前
掲
注（
40
）、
九
六
頁
。

（
43
）　

前
掲
注（
6
）、
三
〜
一
六
頁
。

（
44
）　

前
掲
注（
6
）、
一
八
〜
二
〇
頁
。

（
45
）　

前
掲
注（
19
）、
一
四
九
頁
ａ
。

（
46
）　

前
掲
注（
6
）、
三
〜
一
〇
頁
。

（
47
）　
「
江
総
碑
」
に
は
「（
法
度
禅
師
）
与
僧
紹
冥
契
甚
善
。
嘗
於
山
舎
講
無
量
寿
仏
経
」

（
前
掲
注（
19
））
と
あ
る
。
ま
た
、『
高
僧
伝
』
巻
八
「
釈
法
度
伝
」
に
は
「
明
僧
紹
…

待
以
師
友
之
敬
」（『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
三
八
〇
頁
ｂ
）
と
あ
る
。

（
48
）　
『
南
斉
書
』
巻
五
四
（
中
華
書
局
、
一
九
七
二
年
、
九
二
七
〜
九
二
八
頁
）。『
南
史
』



摂山棲霞寺石窟の成立についての再検討

（319）736

巻
五
〇
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
一
二
四
一
〜
一
二
四
四
頁
）。

（
49
）　

こ
の
ほ
か
、
明
僧
紹
と
釈
僧
遠
の
交
際
事
例
に
つ
い
て
、『
南
斉
書
』
巻
五
四
に
は

以
下
の
対
話
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
僧
遠
問
僧
紹
曰
：
天
子
若
来
、
居
士
若
為

相
対
。
僧
紹
曰
：
山
藪
之
人
、
政
当
鑿
壊
以
遁
、
若
辞
不
獲
命
、
便
当
依
戴
公
故
事
耳
」。

『
南
史
』
巻
五
〇
で
は
そ
の
続
き
を
「
既
而
遁
還
摂
山
、
建
棲
霞
寺
而
居
之
」
と
言
い

足
し
て
い
る
。

（
50
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
三
七
八
頁
ａ
。

（
51
）　
『
南
史
』
に
は
「
僧
紹
子
元
琳
、
仲
璋
、
山
賓
並
伝
家
業
」
と
す
る
が
、『
南
斉
書
』

に
は
「
子
元
琳
、
字
仲
璋
、
亦
伝
家
業
」
と
す
る
。
吉
川
氏
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
前
者

に
従
う
（
前
掲
注（
6
）、
二
三
頁
）。

（
52
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
二
、
六
六
頁
ｃ
。

（
53
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
四
七
五
頁
ａ
。

（
54
）　

呂
春
盛
「
東
晋
時
期
「
晩
渡
北
人
」
的
形
成
及
其
不
遇
的
原
因
」、『
台
湾
師
大
歴
史

学
報
』
第
五
〇
期
、
二
〇
一
三
年
、
四
〜
七
頁
。

（
55
）　

前
掲
注（
19
）、
一
二
三
頁
ｂ
。

（
56
）　

魏
斌
「
南
朝
建
康
的
東
郊
」、『
中
国
史
研
究
』、
二
〇
一
六
年
第
一
期
、
六
七
〜
八

四
頁
。
後
『「
山
中
」
的
六
朝
史
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
一
九
年
）

に
収
録
。

（
57
）　

蔡
宗
憲
「
中
古
摂
山
信
仰
的
変
遷
│
兼
論
人
鬼
神
祠
的
改
祀
与
毀
撤
」、『
唐
研
究
』

一
八
、
二
〇
一
二
年
、
二
〜
三
頁
。

（
58
）　
『
南
史
』
巻
五
〇
、
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
一
二
四
四
頁
。

（
59
）　

韓
樹
峰
『
南
北
朝
時
期
淮
北
迤
北
的
辺
境
豪
族
』、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇

〇
三
年
、
一
〜
三
九
頁
。

（
60
）　

東
晋
時
代
の
南
渡
北
人
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
54
呂
春
盛
氏
論
文
、
胡
宝
国
「
晩
渡

北
人
与
東
晋
中
期
的
歴
史
変
化
」（『
北
大
史
学
』
第
一
四
輯
、
二
〇
〇
九
年
、
九
四
〜

一
一
一
頁
。
後
『
将
無
同
│
中
古
史
研
究
論
文
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
二
〇
年
）
に

収
録
）
な
ど
を
参
照
。

（
61
）　

前
掲
注（
54
）呂
春
盛
氏
論
文
、
二
二
〜
二
三
頁
。

（
62
）　
『
梁
書
』
巻
四
八
に
は
「
時
北
来
人
、
儒
学
者
有
崔
霊
恩
、
孫
詳
、
蒋
顕
、
並
聚
徒

講
説
、
而
音
辞
鄙
拙
。
惟
広
言
論
清
雅
、
不
類
北
人
」
と
あ
る
（
中
華
書
局
、
一
九
七

三
年
、
六
七
八
頁
）。

（
63
）　

前
掲
注（
56
）。

（
64
）　

前
掲
注（
24
）、
八
七
〜
九
一
頁
、
九
四
〜
九
八
頁
。

（
65
）　

前
掲
注（
19
）、
第
一
二
五
頁
ａ
。

（
66
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
九
〇
一
頁
ａ
。

（
67
）　

山
神
の
周
り
に
侍
従
が
付
き
添
う
例
は
、
蔡
宗
憲
「
仏
教
文
献
中
的
山
神
形
象
初
探

索
」（『
張
広
達
先
生
八
十
華
誕
祝
寿
論
文
集
』、
新
文
豊
出
版
公
司
、
二
〇
一
〇
年
、

九
九
三
〜
九
九
五
頁
）
を
参
照
。

（
68
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
〇
、
三
八
〇
頁
ｂ
。

（
69
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
五
七
二
頁
ａ
。

（
70
）　
「
釈
慧
景
条
」
の
後
半
部
に
興
味
深
い
霊
験
談
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
又
至
其

年
四
月
四
日
夜
。
爾
時
大
風
、
禅
堂
僧
智
遠
等
、
聞
外
如
有
数
十
人
行
声
。
至
後
夜
、

見
当
戸
辺
有
一
木
。
景
、
智
遠
等
仍
還
大
寺
解
斎
。
比
還
、
開
禅
堂
戸
、
已
見
此
。
景

在
禅
床
坐
、
見
一
紙
書
、
令
安
置
故
禅
堂
後
石
窟
中
。
慧
虔
初
捧
不
移
、
末
道
当
移
石

窟
、
即
便
軽
挙
」。
本
条
の
舞
台
が
棲
霞
寺
だ
と
し
た
ら
、
こ
こ
に
い
う
「
石
窟
」
は

千
仏
岩
に
あ
る
南
朝
窟
に
当
た
る
。
ま
た
、
こ
の
石
窟
は
「
故
禅
堂
」
の
後
ろ
に
あ
る

と
し
、
石
窟
の
正
面
に
建
築
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
霊
験
談

は
史
実
と
し
て
扱
う
に
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。

（
71
）　
『
大
正
蔵
』
巻
五
三
、
九
〇
一
頁
ａ
。

（
72
）　

こ
う
し
た
僧
侶
の
行
為
を
監
察
す
る
役
割
を
果
た
す
武
装
風
の
護
法
善
神
は
劉
宋
期

の
建
元
寺
の
毘
沙
門
天
と
迦
毘
羅
王
が
挙
げ
ら
れ
る
（
拙
論
「
四
川
成
都
出
土
の
天
王

像
の
鎧
に
つ
い
て
│
下
同
仁
路
出
土
像
を
中
心
に
」、『
仏
教
芸
術
』
七
号
、
一
四
〜
一

五
頁
）。
す
る
と
、
摂
山
の
山
神
も
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
護
法
善
神
に
つ
い

て
の
記
述
の
文
脈
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
73
）　

紀
贇
『
慧
皎
『
高
僧
伝
』
研
究
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
三
三
〜
三

五
頁
。
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（
74
）　

前
掲
注（
6
）、
一
三
〜
一
五
頁
。

（
75
）　

造
像
記
に
「
斉
永
明
六
年
太
歳
在
戊
辰
於
呉
郡
敬
造
維
衛
尊
像
」
と
あ
る
石
像
は
紹

興
博
物
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
金
申
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
像
は
五
代
に
造
ら
れ
た
と

同
時
に
「
永
明
」
の
造
像
記
を
模
偽
し
た
と
い
う
。
金
申
「
解
析
数
尊
南
朝
的
疑
似
仏

像
」、『
東
南
文
化
』、
二
○
○
三
年
一
〇
期
、
四
二
〜
四
五
頁
。

図
版
出
典

図
１　

張
雯
「
成
都
地
区
南
朝
石
造
像
与
南
京
棲
霞
山
南
朝
窟
龕
的
分
期
与
比
較
」、『
石
窟

研
究
』
第
二
輯
、
二
〇
一
一
年
、
図
二
三
。

図
２　

邵
磊
、
李
文
「
楮
墨
留
香　

南
京
大
学
博
物
館
蔵
棲
霞
寺
歴
代
題
刻
拓
本
」、『
大
衆

考
古
』、
二
〇
二
一
年
六
期
、
三
七
頁
。

図
３

・
図
４

・
図
５

・
図
６

・
図
７　

執
筆
者
撮
影

図
８　

中
国
敦
煌
壁
画
全
集
編
輯
委
員
会
『
中
国
敦
煌
壁
画
全
集
５

・
敦
煌
初
唐
』、
遼
寧

美
術
出
版
社
、
天
津
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、　

図
一
三
九
。


